
○趣　旨

○平成23年度事業の実績

（１）県民実践活動事業

【平成23年度実績】

・応募件数24件　実施件数24件

　県内で活動する団体･グループから事業提案を募集し、第１回富山県水と緑の森

づくり会議（平成23年5月24日開催）で審査のうえ、支援を行ないました。

多様な動植物が生息する豊かな森を再生するととも
に、美しい自然景観の楽しめる里山を目指して、遊
歩道を整備し、その周辺森林を整備
（愛本夢の里プロジェクト実行委員会）

荒廃したスギ林や竹林の整備跡地にシャクナゲなど
の花木を植栽、管理し、風光明媚な場に再生。植栽
した花木は、伐採竹を活用して雪囲い
（山平の森を育てる会）

学校周辺の「絆の森」において、植栽した桜の管理や毎
年開催しているコンサート会場の竹林の整理を親子で実
施。また、地元特産のシイタケ植菌体験や栽培方法につ
いても学習。（氷見市立湖南小学校PTA）

森林内でネイチャーゲームを行いながら、落葉や枝
などを拾い作品を制作。制作した作品を展示発表す
るとともに、県産材を活用した木工教室を開催。
（森のたくはいびん）

活動状況

－とやまの森づくりを支える人づくりなどの推進－

Ⅷ 県 民 に よ る 森 づ く り 提 案 事 業

　県民参加の森づくりを進めるため、県民の皆さんが企画し、実践する
森づくり事業への支援を行ないます。
　また、水と緑の森づくり税を活用した事業のアイデアを募集し、水と
緑の森づくり事業への反映を検討します。



H23　県民による森づくり提案事業「県民実践活動事業」実施主体別実施概要

実施団体名 実施場所 参加延べ人数

実施内容

森と仲間づくり炭竹会 氷見市上田 地内 131名

①作業道120ｍを開設
②作業道周辺の放置竹林の整備
③広葉樹に転換する場所へのクヌギ植栽

　作業道を延伸し、更に広範囲の竹林の整備と竹
材の利用が進むことが期待される。
　また、クヌギの植栽を通して、広葉樹林への転換
を進めることができた。

東山見森林振興会 砺波市庄川町隠尾ほか 地内 385名

①広葉樹林の整備
②広葉樹林の森林利源を利用した炭窯の構築と
炭焼き、キノコの植菌

　広葉樹林の除伐などの森林整備を進めるととも
に、伐採材の有効利用を図るため、炭窯を構築し
た。
　地域内で継承されてきた炭焼きの技術を復活さ
せ、里山と人との関わりや森の恵について普及啓
発し、継続的な森づくり活動の基盤が整った。

NPO黒河竹炭友の会 射水市黒河新 地内 277名

①放置竹林の整備
②子供たちのタケノコ掘り体験
③竹炭の製造

　放置竹林を整備したことで、地域内の道路が積
雪により通行止めになることが無くなった。また、
子供たちのタケノコ堀体験では約30人の親子が参
加し、地域の森林の現状について普及啓発するこ
とができた。

院瀬見自治会 南砺市院瀬見　地内 207名

①里山の活用を進めるための古道整備
②林内の休耕田を活用したビオトープの造成

　地区住民総出で里山の古道を整備、管理し、里
山林内でのウォーキングなどにより地域住民の健
康増進夜行流の場としての活用が期待できる。
　また、休耕田を活用して水芭蕉などの水生植物
を植栽し、自然に親しむ機械の提供と元気な里山
の魅力の発信につなげる。

№
活動状況写真

1

2

3

4

里山の活用を進めるための
炭窯の構築

炭窯を活用した初めての炭焼き

作業道を活用した竹林整備と
竹材のチップ化

竹林整備跡地へのクヌギの植栽

竹林の伐採・整理 竹炭づくり準備

古道の整備 森林内の休耕田を活用した
水生植物園づくり



H23　県民による森づくり提案事業「県民実践活動事業」実施主体別実施概要

実施団体名 実施場所 参加延べ人数

実施内容

№
活動状況写真

西明寺自治会 高岡市福岡町西明寺 地内 71名

①桜の森づくり

　高岡市史跡に指定されている「五輪塔」周辺の
伐採跡地（伐採後、草地となっていた）に桜を植栽
した。
　花木の楽しめる里山に再生し、市民の目に触れ
る機会の増加と貴重な史跡の伝承に期待が高ま
る。

閑乗寺の会 南砺市井波 地内 134名

①カシナガ被害木やマツクイ被害木の除去と侵入
竹の整備
②伐採材を活用した炭焼き

　カシナガの被害は少なかったが、マツクイの被害
が多く、想定以上の整理を行った。
　また、伐採木を活用した炭焼きを行い、地域のイ
ベントに出展したほか、整備跡地へのクリ、コナラ
の植栽も行った。

栴檀山地区森林振興委員会 砺波市夢の平 195名

①夢の平周辺の森林整備と小径づくり
③シイタケ植菌教室や門松づくりなどのクラフト教
室

　小径づくりにより夢の平レクリエーション地帯に
おいて、森林内を散策できる空間が広がった。ま
た、周辺森林の整備や小径沿いでのモミジの植栽
を行ったことにより、今後ますますの活用が期待さ
れる。
　また、クラフト教室により、地区住民の自然や森
林に対する意識が高まった。

阿古屋野森づくりクラブ 黒部市阿古屋野 地内 327名

①阿古屋野台地の森林整備と遊歩道整備
②ツリーハウスを活用した木登り教室や木工品制
作
③炭焼き体験やキノコ植菌など森林教育

　遊歩道整備や森林整備が進み、市民への森林
教室の場として基盤が整った。
　ツリーハウスを活用して、間伐材の利用方法の
紹介や高所からの樹木観察などが実施できた。
　また、竹炭や花炭づくりのほか、キノコの植菌体
験などを通じ、里山資源の活用を体験させること
ができた。

7

8

5

6

阿古屋野台地の森林整備
（荒廃竹林の整備）

ツリーハウスを活用した
森林教室の開催

キノコ植菌体験会の開催 森の小径沿いへのモミジ苗の植栽

マツクイ被害木の伐採 伐採木を活用した炭焼き

草地となっていた山地に桜を植栽 添え木を設置
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実施団体名 実施場所 参加延べ人数

実施内容

№
活動状況写真

木を植える会 氷見市新保 地内 122名

①新保地区の荒廃竹林の整備と整備跡地への多
様な樹種の植栽
②昨年度の植栽木の管理

　地区内の侵入竹林を整備し、サクラやヤマボウ
シなど多様な樹木を植栽し、四季の変化を体感で
きる花木の森づくりを行った。

ふるさと種 上市町西種 地内 155名

①荒廃下里山林の整備
②伐採、玉切りなどの技術研修会の開催
③キノコ植菌体験会の開催

　クマ、イノシシなど最近増えてきた野生動物被害
に対応するため、枝落としや下層木の刈り払いを
行った。
　また、高木も一部整理し、玉切り技術などの研修
に活用したほか、地域外からの参加者も交えて、
キノコの植菌体験を行い、地域住民との交流や森
林からの恵に理解を深めた。

砺波市立庄東小学校ＰＴＡ 砺波市頼成ほか 地内 126名

①親子炭焼き体験及び自然観察会の開催
②卒業制作として、体育館の踏み台の制作

　地元の頼成の森を舞台に、森林整備体験や伐
採木を活用した炭焼き体験、自然観察会を開催
し、森づくりの大切さの学んだ。
　また、間伐材を活用して、卒業制作として親子参
加のもと、体育館で使用する踏み台を制作した。

山平の森を育てる会 富山市今生津 地内 213名

①竹林など荒廃森林の整備
②伐採木を活用したキノコ植菌、伐採竹を活用し
た花木の雪囲いなど

　荒廃の進んだ侵入竹の整理、スギ林の間伐など
計画通りに行うことができた。
　また、伐採木の有効活用なども今まで以上に進
めることができた。

9

12

10

11

侵入竹林の伐採整理 竹林の伐採跡地への植栽

林内歩道の整備 キノコの植菌作業

野生動物被害の防止を目的に
見通しを良くするための枝落とし

キノコ植菌体験会の開催

間伐材を活用した卒業制作
親子で体育館の踏み台を制作

広葉樹の伐採体験や伐採木を
活用した炭焼き体験を実施
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実施団体名 実施場所 参加延べ人数

実施内容

№
活動状況写真

氷見市立湖南小学校ＰＴＡ 氷見市飯久保　地内 269名

①学校周辺の里山林の整備
②キノコの植菌体験とキノコ生産現場の視察
③サクラの植栽地管理のための作業道開設

　保護者、生徒、地域有志がともに汗を流し、地域
の里山の整備を行ったことで、地域への愛着がよ
り高まった。
　また、シイタケの植菌体験を行うとともに、地区
のシイタケ生産者のもとで栽培方法を学び、森林
資源の活用と地域産業への理解を深めることがで
きた。

南郷の里山を考える会 射水市串田 地内 235名

①拡大するモウソウチクの伐採整理と休耕地を活
用したそば栽培
②里山林整備に関する講習会の開催
③里山林整備に関する啓発・広報活動

　スギ林内にまで侵入した竹の伐採、チップ化を進
め、かつての南郷丘陵の姿に戻りつつある。ま
た、休耕地を活用したそば栽培も始め、地域住民
の交流活動への活用に夢が広がっている。
　また、看板設置は広報誌の発行など、活動の広
報も積極的に行った。

縄文文化ふれあい塾 氷見市小竹　地内 261名

荒廃竹林を伐採整理し、チップ化して林内に散布
した。

拡大の進む竹林を整備して、明るく森林浴の楽し
める里山への再生を図った。

ビーフレンド山と森の共同組合 上市町舘 地内 23名

①荒廃人工林の伐採と広葉樹の植栽による里山
づくり
②キノコ植菌体験の開催
③ニホンミツバチ巣箱づくり教室

　荒廃したスギ人工林内において、伐採を行い、
伐採木を利用してニホンミツバチの巣箱を製作し
た。
　また、伐採によりできた空間にクリの苗木を植栽
し、広葉樹を主体とした森づくりに向けた整備を
行った。

14

13

15

16

荒廃したスギ林を整備 整備によりできた空間にクリの木を植栽

荒廃森林の整備と不要木のチップ化 森林内の休耕地を活用したそばの栽培

学校周辺の竹林を整備 シイタケ生産者から栽培方法を伝授

荒廃竹林を整備 伐採竹をチップ化し、林内に散布
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実施団体名 実施場所 参加延べ人数

実施内容

№
活動状況写真

南谷地区振興会 小矢部市岩尾滝 地内 112名

①旧岩尾滝小学校の裏山の歩道整備
②歩道を活用した周辺森林の整備
③歩道を活用した森林観察会の開催

　計画していた歩道が全線開通し、間伐材を活用
した会談整備やPR看板、案内板の設置も行い、来
訪者が安全に散策できるよう環境整備を行った。
の設置を行い、樹木の名札かけベンチの設置も行
うことができた。
　市内外からの来訪者に開設した歩道を活用した
森林教室も開催し、森林の役割などの理解の場を
提供することができた。

樵舎 南砺市利賀村上百瀬外 地内 77名

①ロープクライミング体験会の開催
②植生調査技術講習
③地域の森づくりを進めるためのオニグルミの苗
づくり
④間伐材利用をPRするツリーハウスづくりと看板
づくり
⑤会誌発行による会の活動紹介

　利賀地域の森林調査、情報発信を行うとともに、
ロープクライミング体験や利賀材を活用した看板
づくりの指導を行った。

愛本夢の里プロジェクト実行委員会 黒部市宇奈月町内山　地内 57名

①山道の修繕、改修
②放置された森林の倒木等の整理

　黒部川にかかる愛本橋の左岸川一体の里山を
一般の市民が気軽に散策できるよう整備を行っ
た。
　また、山道周辺の整備も行い、見通しのより明る
い里山になったことで猿やクマなどの出没の抑制
効果も期待できるようになった。

森のむささび 高岡市福岡町五位 地内 116名

①里山林の整備
②伐採木を利用した炭づくり
③子撫川の浄化を目的とした炭の設置

　約8カ月間、ほぼ毎週末定期的に着実に活動し、
予定していた約8haの竹林を中心とした里山の整
備を行うことができた。
　また、地域の河川の浄化用として伐採木竹を活
用して炭づくりを行った。

17

18

19

20

ロープクライミング体験会を開催

利賀材を活用した看板づくりを指導
（ロンレー村に設置）

荒廃した竹林の整備 伐採した竹を活用した炭づくり

歩道づくり（手すりを設置）
東京都からの高校生を対象に

森林観察会を開催

地元企業の協力も得て歩道を開設 歩道周辺の森林を整備
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実施団体名 実施場所 参加延べ人数

実施内容

№
活動状況写真

森のたくはいびん 砺波市頼成ほか 地内 352名

①森林内でのネイチャーゲームやワークショップ
の開催
②①で制作した作品の展示会の開催とともに木工
教室の開催

　森での様々な発見や体験を通し、森の楽しさや
興味、森を学ぶ意欲に結びついた。
　また、間伐材を利用したワークショップ、“触る樹
木図鑑”などを通して、木から森への関心が生ま
れた。

ふるさと再生塾 富山市寺町けやき台ほか　地内 55名

①荒廃竹林の整備
②伐採竹を活用したワークショップ
③里山再生を考える講演会の開催

　地域の住民の参加も得て、集落周辺の竹林の
整備を行い、明るい里山への再生につながった。
　また、伐採竹を活用したワークショップも開催し、
交流の輪も広がった。
　さらに、著名な哲学者内山節氏をお招きし、里山
再生を考える講演会も開催し、事業を通して地域
の竹林の現状や里山再生への理解醸成につな
がった。

ＮＰＯ法人こば 富山市小羽　地内 70名

①荒廃した里山林の整備
②里山林内の自然観察会の開催とステージづくり
③竹林の整備と利用

　放置されたスギ人工林を中心に里山の整備を行
い、花木の楽しめる里山への再生を行った。
　また、整備した里山などにおいて高校生を招い
て自然観察会を開催したほか、今後、自然観察会
や里山の利用を進めるためのステージづくりを間
伐材を活用して行った。
　さらに、拡大する荒廃竹林を整備し、タケノコの
利用などを進めた。

上市町立南加積小学校ＰＴＡ 上市町黒川 地内 130名

①学校林を活用した自然観察会の開催
②地域の「つくしの会」との協働による学校林整備
③伐採木を活用した卒業制作とドングリの苗づくり

　学校林を活用したネイチャーゲームを通し、自然
に触れ、環境について考えるきっかけとなった。
　また、地域の方々と学校林の整備をともに行い、
地域とのつながりが深まった。
　さらに学校林から伐採したスギを活用し、教室の
看板づくりを卒業制作として実施し、また、学校林
に恩返しするための苗づくりも行い、小学校生活
の思い出づくりとなった。

24

22

23

21

学校林から伐採した木材を
活用した卒業制作

学校林に植栽するための苗づくり

頼成の森会場で実施された
ネイチャーゲーム

イオン会場で実施された
県産材を活用した木工教室

荒廃竹林の整備 伐採竹を活用したワークショップ

荒廃した里山林の整備 自然観察会等に活用する
ステージの制作設置



H23　県民による森づくり提案事業「県民実践活動事業」実施主体別実施概要

H23年度合計

実施団体数　　　２４団体 4,100名

【参　考】

実施団体、参加延べ人数の推移

年度 実施団体数 参加延べ人数

Ｈ１９ １５団体 ３,９３５名

Ｈ２０ ２０団体 ３,５７７名

Ｈ２１ ２５団体 ５,０５５名

Ｈ２２ ２５団体 ４,６１１名

Ｈ２３ ２４団体 ４,１００名
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